
明星学苑は、教育方針の実践により、多様化して

ゆく地域社会や国際社会に貢献するために、たく

ましく生きる力をそなえ、他者をいたわり尊重す

る心を持ち、品性と知性と身体の調和のとれた人

を育てます。学苑のすべての教職員は、学苑の教

育目標の実現に向けてあらゆる力を傾注し、教育

目標を達成することによって、社会に貢献し、学

生・生徒・児童・園児および保護者からの信頼を

得ることを基本姿勢とします。

明星学苑の約束

方針の実践により 多様化して

の約束

明星学苑の建学の精神
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通学課程（学部） 

 

全学共通教育の人材の養成に関する目的 

全学共通教育 全学共通教育は、世界に貢献する人として必要な、基礎的且つ幅広い

教養を身に付け、知性、感情、意志、及び心と体のバランスのとれた

人格の育成、総合的な思考力と的確な判断力を持ち、自立し、世界の

人々と共生できる人の育成、自ら積極的に学び考える、自己教育能力

を持つ人の育成をする。 

 

 

学部・学科の人材の養成に関する目的 

1．理工学部 理工学部は、技術立国日本を支え、人類の豊かさに貢献するため、幅広

い教養と、理学と工学の知識と技術を基礎とした「科学する心」を持ち、

自ら考え行動できる道義心の強い技術者を育成する。 

 

2．人文学部 人文学部は、人間の尊厳に関心を持ち、幅広い教養と人間と社会に対す

る専門的教養を身につけ、人文科学に基づく専門性と積極的かつ実践

的に問題解決に取組む資質を持って社会に貢献する人を育成する。 

人文学部の各学科の人材養成の目的は、以下の通りである。 

 

  （1）国際コミュニケーション学科 

国際コミュニケーション学科は、幅広い教養を身につけ、コミュニケー

ション・言語研究・異文化理解の領域を横断的に学ぶことを通して、豊

かな専門的力量を有し、他者と積極的に関わりながら、互いに理解・協

力して問題解決を図り、ビジネス・教育・国際協力などの分野で社会貢

献できる人を育成する。 

 

  （2）人間社会学科 

人間社会学科は、幅広い教養を身につけ、社会学的な思考と社会調査に

関する専門知識を有し、市民生活において主体的に物事に関心を持て

る人、多様な他者の存在を受け入れながら、論理的かつ複眼的な視点か

ら問題を解明する社会学的視点を身に付け、不断に自分の人生をデザ

インできる人を育成する。 

  

（3）日本文化学科 

日本文化学科は、幅広い教養を身につけ、日本固有の伝統文化を深く理

解し、それを継承発展させる人、伝統的側面と比較文化的側面の両面か

ら、世界の中の日本文化の立場と意味を理解し、その独自性と普遍性を

教育研究上の目的 
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積極的に広く発信できる人、及び自らの考えについて的確な日本語運

用能力をもって表現できる人を育成する。 

  （4）福祉実践学科 

福祉実践学科は、幅広い教養と福祉分野の素養を基礎に専門的力量を

有し、福祉の視点と技術を活用できる福祉社会人と、ソーシャルワーク

の専門性を備えた実践力のある福祉職業人を育成する。 

 

3．経済学部 経済学部は、本学の建学の精神である「和の精神」の下、グローバル社

会を視野に入れつつ、企業活動を通じ社会に貢献できる人、地域の活性

化・発展に貢献できる人、社会生活に関わる現場で活躍できる人等、経

済の専門的知識、問題解決のための教養とコミュニケーション能力を

備えた、社会の多様なニーズに応えうる情熱と人間味ある人材を育成

する。 

4．情報学部 情報学部は、情報技術の目覚ましい発展や、めまぐるしい変化に柔軟に

対応できる能力とコンピュータに関わる基礎知識や専門知識を有し、

その応用利用分野で幅広く活躍できる人、またコンピュータの基礎知

識を有し、各分野に対応可能な実用的プログラミング能力を修得し、新

しい技術にも柔軟に対応できる人材を育成する。 

5．教育学部 教育学部は、人間に対する深い洞察力と共感的態度を養い、学校教育及

び保育・幼児教育についての専門的な知識と技能並びに幅広い教養を

身につけた教員、保育士及び教育・福祉問題に創造的に関わる人を育成

する。 

6．経営学部 経営学部は、経営の全体像と専門分野で身に付けたスキルを生かし、情

報化、国際化、社会発展への貢献など多様化する企業の行動様式を広く

科学的、実践的に捉え企業経営の進路を創造的に切り拓く、豊かな人間

性を備えた人材を育成する。同時に高い教養と常識、経営の専門知識と

技能を持ち、企業経営に関する問題の発見とその解決能力を身に付け

る人材と広い視野と協調性に富み、企業・社会に貢献できる人材を育成

する。 

7．デザイン 

学部 

1 デザインの本質の一つである実現可能な「企画」を提案する能力と 

様々な分野に応用・展開できる能力を身につけた人材。 

2 培われた説得力のある「表現力」を発揮して、社会に貢献できる基 

礎能力を身につけた人材。 

3 あらゆる場面で「企画力」と「表現力」を活かし、社会における自 

分の責任と価値を見いだすことのできる人材。 

8.心理学部 心理学部では、実践的教養としての心理学に関する専門的知識及び技 

能をもって社会に貢献できる人材を養成する。具体的には、①人間一 

般の特性を心理学的に評価・理解する技能・手法を身につけた人材、 

②社会集団の特性を心理学的に評価・理解する技能・手法を身につけ 

た人材、③青年期・成人期を対象としたアセスメント及びカウンセリ 

ングの理論と技能を身につけた人材、④幼児期・児童期を対象とした 

アセスメント及び臨床的介入の理論と技能を身につけた人材を養成す 

る。 
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通学課程（大学院） 

 

研究科・専攻の人材の養成に関する目的  

1.理工学研究科 
  

理工学研究科は、企業・研究所等において、企画・設計・研究開発等を
行うための高度な専門技術と知識をもち、将来に向けた新たな研究テー
マの発掘及び設定、並びに研究計画の立案及び実行といった研究のマネ
ジメントができる専門的職業人と研究者を育成する。 
本研究科各専攻の人材養成の目的は、以下の通りである。 

(1) 物理学専攻 
物理学専攻は、物理学の特徴である「原理・原則に立ち返って事象を把
握・分析し、合理的に判断できる思考方法」を身につけ、理学と工学の
両面から問題を俯瞰し総括できる広い視野と、理論のみならず実験を重
視しつつ問題解決策を探り、それを実践する行動力を持った人材を養成
する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程では、一つのテーマを深く研究して自然に対する理解を深
めることを通して、自ら専門性を深めていく力、複雑な情報を整理・考
察し、人に分かりやすく伝える力を有し、人との相互理解を深め、良い
人間関係を築く力があり、学術分野のみならず社会活動においても、
リーダーシップを発揮できる実践的な能力を有する専門職業人を養成
する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程では、博士前期課程で身につけた能力に加えて、一段と深
い物理学の学識をもって、幅広い領域で自立して研究していける専門
家、研究者を養成する。 

(2) 化学専攻 
化学専攻は、実験研究の各段階（調査、計画、実施、結果の分析及び考
察）を信頼性のある手法を用いて進めることのできる人材を育成する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程では、化学の発展に寄与する研究開発に加わることができ
る学識と、実践する実験手法の専門性を備えた研究者や専門技術者を育
成する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程では、さらに研鑽を積みより深い学識と計画の立案及び具
現化までに至る研究手法を身につけ、自立した研究活動を行うに必要な
能力や、高度に専門的な業務をリードする能力を備えた人材を育成す
る。 

(3) 機械工学専攻 
機械工学専攻は、機械工学に関する高いレベルの専門知識を有するとと
もに、先進的な研究を通じて高度の問題解決力及び独創力を身につけ
た、日本の産業界の競争力強化に寄与できる人材を育成する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程では、高度な専門知識と問題解決力、独創力とを兼ね備え
て、開発、設計及び生産技術分野はもとより、機械製品のリサイクルに
至るまで、機械工学の技術者が必要とされる幅広い分野で活躍できる専
門的職業人を育成する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程では、独創的で先進的な研究を自立して遂行する能力を身
につけ、グローバルに評価される新技術や新製品の研究開発を幅広い分
野で主体的に行うことができる専門的職業人及び研究者を育成する。 
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(4) 電気工学専攻 
電気工学専攻は、能動的に専門知識を高めるとともに研究を行う態度を
身につけ、国内及びアジア諸国の種々の技術的問題を理解し、その解決
に取り組むことができる実行力を持った人を育成する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程は、電気工学分野における、応用力を持った高度専門的職
業人を育成する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程は、高度の研究能力を持つ自立した電気技術者を育成す
る。 

(5) 建築・建設工学専攻 
建築・建設工学専攻は、高度な専門知識と技術を備え、社会の急激な変
化に対応し、社会の新たな発展や技術の開発に貢献できる専門的職業人
及び研究者を育成する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程は、建築計画や意匠デザイン分野においては、高度なセン
スと知識を持ち、実務に対応できる設計者・プランナー等を育成する。
また、構造・材料・設備の分野では、高度な専門知識と技術を持ち、実
務に対応できる施工技術者・構造設計者等を育成する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程では、より高度な専門知識及び問題解決能力を持つ技術
者・設計者・プランナー・研究者等を育成する。 

(6) 環境システム学専攻 
環境システム学専攻は、国内及びアジア諸国の環境問題を総合的に理
解・分析し、問題解決に取り組む実行力とチームワーク力、技術者とし
ての倫理感を持つ環境技術者及び企業等における研究者を育成する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程は、環境分野における広範で高度な知識を持つとともに、
それを問題解決に向けて応用することができ、かつ技術者倫理を有する
環境技術者（21世紀の環境プロフェッショナル）を育成する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程は、より高度な研究能力を持ち、プロジェクトチームや組
織の中で、リーダーシップを発揮することができる自立した環境技術者
及び研究者を育成する。 

2.人文学研究科 
  
 

人文学研究科は、変動著しい環境下に置かれた「人間」とその人間が作
り出す「文化」や「社会」に関する諸問題を、各専攻の専門領域の視点
から理論的・実証的に研究し、解明することを目指し、高度な専門性と
豊かな人間性を備えた専門職業人として社会に貢献する事のできる人
材を育成する。 
本研究科各専攻の人材養成の目的は、以下の通りである。 

(1) 英米文学専攻 
英米文学専攻は、多言語・多文化的状況が加速する現代社会において、
文化・文学を含む幅広い教養と英語の実践的運用能力を備え、複眼的視
野で適切な調査・分析を行い、その問題解決にむけて、深い人間理解と
異文化理解に根ざした協働的リーダーシップを発揮することができる
人材を育成する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程では、実践的英語力と課題解決能力を備えた高度の専門的
職業人を育成する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程では、各学問分野において研究活動に従事することができ
る自立した研究者の育成を行う。 
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(2) 社会学専攻 
社会学専攻は、社会学及び社会福祉学の修得を通して、現代社会とそこ
で展開される人間生活の状況と課題について科学的に考察する能力を
高め、社会的諸課題に対する実証的な調査能力及び柔軟な実践力を有す
る市民社会の有用な実践者及び自立した研究者を育成する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程では、中学・高等学校等の教員や福祉関連施設等の専門的
職業人と博士後期課程に進学しうる基礎的な研究能力をもつ人材を育
成する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程では、高度な専門知識と研究能力を持ち教育・指導に携わ
る人材を育成する。 

(3) 心理学専攻 
心理学専攻は、心理学の研究・実践を通して、知識基盤社会を多様に支
える高度で知的な素養のある人材として、創造性豊かな優れた研究・開
発能力を持つ研究者等の養成、ならびに高度な専門的知識・能力を持つ
高度専門職業人を育成する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程の一般心理学コースでは、幅広く深い学術を涵養し、バラ
ンスのとれた人間観のもと科学的な態度をもって人間の行動と認識を
探求し、現代社会の抱える課題の解決に貢献できる、専門的知識と技術
を備えた人材を育成する。臨床心理学コースでは、幅広い学識に根差し
た高度専門職としての臨床心理士を目指し、高い倫理性を持ち、現代社
会の様々な領域での人びとの心の健康の維持増進に貢献し、社会から信
頼される人材を養成する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程では、心理学研究および実践を通し、新しい知見を社会に
還元し、新たな社会の創造・成長を牽引していく俯瞰力と独創力を備え
た教育・指導に携わる人材を育成する。 

3.情報学研究科 情報学研究科は、情報処理技術を基盤とした、産業界に通用するエンジ
ニアリングを修得し、直面する問題の本質を見抜き、的確な解決策を見
出し具体的に実現を図り、新しい時代の技術課題を解決できる能力を有
する人材を育成する。 
① 博士前期課程 
博士前期課程では、情報学の分野において高度な専門知識を持って社会
に貢献できる技術者を育成する。 
② 博士後期課程 
博士後期課程では、情報学の分野において高度な研究能力を持って国際
社会に貢献できる自立した技術者及び研究者を育成する。 

4.経済学研究科 経済学研究科は、経済現象を論理的に分析する能力を持ち、基礎的な研
究や実践的フィールドワークを通じ、経済学の先進的研究を理解した上
で、専門知識を社会の中で効果的に応用し、主体的に行動できる自立性
を兼ね備えた人材を育成する。また、留学生制度を通じ、外国と日本の
双方の経済圏において活躍する国際的経済人を育成する。 
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5.教育学研究科 教育学研究科では、既存の人文学研究科教育学専攻の人材養成の目標を
踏襲しつつ、「障害児者教育」及び「教科教育学」分野の充実を図り、
教育の理論と実践の両面から高度な教育研究を行い、教育の本質課題に
真摯に取り組むことのできる知見豊かな教育実践者及び研究者を養成
する。また、博士前期課程においては、院生の希望に応じて、幼・小・
中・高教諭及び特別支援学校教諭の専修免許状の取得可能な教育課程を
編成し、その人材養成も併せて行う。 
① 博士前期課程 
 教育実践者及び研究者として、教育思想・教育史、教育課程、教育方
法、教育社会学、教育行財政、教育心理学、生涯学習、幼児教育、障害
児者教教育及び教科教育学を多面的かつ学際的に研究し、批判的省察を
もって実践できる人材を養成することを目的とする。 
② 博士後期課程 
 博士前期課程における幅広い研究の成果の上に、さらに教育学の特定
の研究領域に特化した研究を行い、それを基礎として専門分野において
指導的立場で活躍でき、教育学の発展に貢献できる高度な専門性を有し
た人材を養成することを目的とする。 
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通信課程（学部） 

 

教育学部（通信教育課程）の人材の養成に関する目的 

教育学部 

教育学科 

教育学部は、人間に対する深い洞察力と共感的態度を養い、学校教育

及び保育・幼児教育についての専門的な知識と技能並びに幅広い教養

を身につけた教員、保育士及び教育・福祉問題に創造的に関わる人を

育成する。また、社会全体の教育力を向上させる社会教育の専門家

（司書、社会教育主事）や生涯学習の場などにおいて幅広く教育的な

仕事に関わる人材を育成する。 

 

通信課程（大学院） 

 

通信制大学院 教育学研究科の人材の養成に関する目的 

教育学研究科 

教育学専攻 
教育学研究科では、既存の人文学研究科教育学専攻の人材養成の目標

を踏襲しつつ、「授業研究」「幼児教育研究」「障害児者教育研究」

の各領域の充実を図り、通信の方法により、教育学について高度の学

術及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又は高度の専門性が求

められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、自己実

現を目指し、社会に貢献する人を育成する。また、博士前期課程にお

いては、院生の希望に応じて、幼・小・中及び高教諭の専修免許状の

取得可能な教育課程を編成し、その人材養成も併せて行う。 

①博士前期課程 

教育実践者及び研究者として、教育思想・教育史、教育課程、教育方

法、教育社会学、教育行財政、教育心理学、生涯学習、幼児教育、障

害児者教育及び教科教育学を多面的かつ学際的に研究し、批判的省察

をもって実践できる人材を養成することを目的とする。 

②博士後期課程 

博士前期課程における幅広い研究の成果の上に、さらに教育学の特定

の研究領域に特化した研究を行い、それを基礎として専門分野におい

て指導的立場で活躍でき、教育学の発展に貢献できる高度な研究能力

を有した人材を養成することを目的とする。 
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